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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

佐呂間町まち・ひと・しごと創生推進計画 

 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

北海道常呂郡佐呂間町 

 

 

３ 地域再生計画の区域 

北海道常呂郡佐呂間町の全域 

 

 

４ 地域再生計画の目標 

  本町の人口は、1955 年の 15,656 人をピークに減少に転じ、2015 年には 5,362 人

となっています。国立社会保障・人口問題研究所の推計に準拠した方法によると

2040 年には 2,864 人、2060 年には 1,503 人となり、その後も減少傾向は続くと推計

されています。 

  また、総人口の年齢構成は、2015 年においては、年少人口（0～14 歳）11.2%、生

産年齢人口（15～64 歳）51.4%、老年人口（65歳以上）37.4%となっていますが、2060

年においては、年少人口 7.7%、生産年齢人口 35.5%、老年人口 56.7%となる見込み

であり、年少・生産年齢人口の割合が減少し、老年人口の割合が増加となる逆ピラ

ミッドの人口構成となることが予想されています。 

  総人口の推移に影響を与える自然増減については、1995 年頃から死亡数が出生数

を上回る自然減に転じ、年々自然減少数が拡大し、2015 年には 45 人の自然減とな

っています。 

  社会増減については、1955 年の総人口のピーク以降、人口の流出が積図いており、

2015 年には 102 人の社会減となっています。年齢階級別の人口移動では、10歳から

24 歳の時期が転出超過の割合が高く、この時期に中学・高校卒業時に進学や就職に
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より転出者が多いことが要因となっています。 

  人口減少や高齢化が進むにつれ、町民の生活、産業振興、財政運営などに影響を

与えることが懸念される状況にあります。 

  少子高齢化による人口減少が進みつつある中にあっても、誰もが健康で、生き生

きと安全・安心して暮らしていけるような、将来にわたって「活力ある持続可能な

地域社会」の実現を目指し、住民、行政、関係機関が一体となり、「自然の恵みに

感謝し、人が人を支え、共に創る（つくる）、生涯の郷（さと）、サロマ」の実現

に向けて事業展開を図ります。 

  なお、目標の実現のための取り組みを推進するに当たって、次の事項を本計画期

間における基本目標として、事業展開していきます。 

 基本目標１ 地域産業の振興により、多様な雇用を創出する 

 基本目標２ 地域の魅力を生かし、新たな人の流れをつくる 

 基本目標３ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

 基本目標４ 安心して住み続けることができる地域をつくる 

   

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（計画開始時点） 

目標値 

（2025年度） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

ア 農業生産額 97億円 100億円 基本目標１ 

ア 漁業取扱額 38億円 38億円 基本目標１ 

ア 製造品出荷額 475億円 475億円 基本目標１ 

ア 新規就農者数 3人 5人 基本目標１ 

ア 漁業個人経営体 84経営体 84経営体 基本目標１ 

ア 商工会会員数 158会員 158会員 基本目標１ 

イ 転出超過人数 ▲66人 ▲50人以内 基本目標２ 

イ 観光客入込数 185千人 200千人 基本目標２ 

イ 佐呂間町サポーターズ倶楽部会員数 2,755人 3,500人 基本目標２ 

イ サロマ湖展望台入込数 6,446人 6,500人 基本目標２ 
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５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（計画開始時点） 

目標値 

（2025年度） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

ウ 合計特殊出生率 1.74 1.98 基本目標３ 

ウ 結婚組数 14組 15組 基本目標３ 

ウ 出生数 26人 30人 基本目標３ 

エ 町民の定住意向率 61% 65% 基本目標４ 

エ 
サロマゲンキマイレージ事
業利用世帯 

139世帯 150世帯 基本目標４ 

エ 65歳以上の要介護認定率 18.91% 20%以内 基本目標４ 

エ 健康教室参加者数 2,266人 2,500人 基本目標４ 

エ 
「防災・安心メールさろま」
登録者数 

682人 1,000人 基本目標４ 

 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２及び５－３のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する

特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

 

① 事業の名称 

佐呂間町まち・ひと・しごと創生推進計画 

ア 地域産業の振興により、多様な雇用を創出する事業 

イ 地域の魅力を生かし、新たな人の流れをつくる事業 

ウ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる事業 

エ 安心して住み続けることができる地域をつくる事業 
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② 事業の内容 

ア 地域産業の振興により、多様な雇用を創出する事業 

本町では、15 歳～24 歳までの転出超過が他の世代に比べ突出して多

く、その大半は進学による転出と思われます。また、町外へ進学した後、

卒業後に希望する就職先が町内に不足しているとも推測されます。 

安定的な就労環境を創出するため、関係機関と連携しながら、雇用の場

の確保及び就労の安定化を促進するため、基幹産業の担い手の育成・確

保などに取り組むとともに、労働希望者が少ない状況が見受けられる、

農産・水産加工施設における労働力確保に努めます。 

また、行政と関係機関が連携しながら、町内での購買力を高め、商店

街の活性化を図るとともに、町内商工業の経営基盤強化に努めます。 

 

【具体的な取組】 

 農業経営の確立 

 担い手対策 

 農畜産物の研究開発 

 農村環境 

 林業・林産業の振興 

 森林保全 

 漁業経営の確立 

 生産基盤整備 

 環境保全 

 商店街の活性化 

 中小企業・小規模企業の振興               など 

 

※なお、詳細は、「第２期 佐呂間町地域創生総合戦略」のとおり。 

 

イ 地域の魅力を生かし、新たな人の流れをつくる事業 

オホーツク認知度調査による「サロマ湖」の認知度の高さを活用した、

本町のブランド力向上を目指し、「佐呂間町サポーターズ倶楽部事業」
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や「佐呂間町ふるさと納税事業」などによる関係人口、交流人口拡大施

策と「サロマ大収穫祭」や「シンデレラ夢まつり」など、町内イベント

による観光振興や首都圏・都市圏、経済交流都市などで開催される各種

イベントに参加し、本町のＰＲ活動を積極的に推進することに努めます。 

また、移住・定住対策として、既存の本町交流人口拡大施策やＰＲ事

業に加え、新たに「地域おこし協力隊制度」の導入に取り組むなど、「佐

呂間町を知ってもらう」施策から一歩進んだ「佐呂間町を訪れ、体験し

てもらう」施策の推進に努めます。 

 

      【具体的な取組】 

 地域間交流 

 ＰＲ・情報発信 

 観光・物産の振興 

 環境整備 

 自然保護 

 住民定住対策                      など 

       

※なお、詳細は、「第２期 佐呂間町地域創生総合戦略」のとおり。 

 

ウ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる事業 

今後も出生数の減少が予測されることから、この状況を変えるため、

結婚を望む人が出会い・結婚できるような取り組みへの支援を行うとと

もに、妊娠・出産・育児の経済的支援や子育て支援の充実を図りながら、

安心してより多くの子どもを育てていくことができる支援策及び地域が

一体となって子育てをしていくような環境づくりに努め、親が誇りをも

って子育てできるまちづくりを推進します。 

 

      【具体的な取組】 

 結婚を望む男女の希望をかなえるため、若い世代が交流する機会や

出会いの場の創出 
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 幼児期保育 

 子ども・子育て支援 

 母子の健康・育成支援 

 小中学校の魅力的な教育環境の整備等 

 高等学校存続対策 

 特色ある地元の高校づくり 

 国際交流事業の推進 

 地域に開かれた高校づくりの推進 

 食育の推進 

 安全安心な給食の提供 

 世代間交流の促進 

 多様な活動への支援 

 情報活用教育の充実                   など 

 

※なお、詳細は、「第２期 佐呂間町地域創生総合戦略」のとおり。 

 

エ 安心して住み続けることができる地域をつくる事業 

「クリニックさろま」及び町内の歯科医院を中心に医療体制の確保・

充実に努め、第二次医療圏、第三次医療圏との広域連携医療に取り組み、

町民の健康を守るための体制を維持するとともに、住民の健康意識の向

上を図るため、各種「健康教室」や「サロマゲンキマイレージ事業」な

ど老若男女を問わず、町民が自主的に健康づくりに取り組むための環境

づくりを推進し、また、少子高齢化が進む中、高齢者のみの単身・夫婦

世帯が増えていくことが今後も予想されるため、高齢者が安心して生活

できる環境整備や見守り体制の充実を図ります。 

なお、全ての住民が「安心して暮し続けることのできるまちづくり」

を目指し、「持続可能な地域コミュニティの形成」と「住民の命と健康

を守るための施策の推進」、「防災無線整備事業」など災害に強いまち

づくり施策を推進していきます。 
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      【具体的な取組】 

 地域福祉活動 

 生活困窮者対策 

 生きがい対策 

 生きがいづくり 

 健康づくり・スポーツ 

 団体支援 

 芸術・文化活動への支援 

 情報通信システム 

 交通対策 

 防災                          など 

 

※なお、詳細は、「第２期 佐呂間町地域創生総合戦略」のとおり。 

 

③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の【数値目標】に同じ。 

 

④ 寄附の金額の目安 

300,000 千円（2022 年度～2025 年度累計） 

 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年度定期的に効果検証を実施。 

 

⑥ 事業実施期間 

2021 年４月１日から 2026 年３月 31日まで 

 

５－３ その他の事業 

５－３－１ 地域再生基本方針に基づく支援措置 

該当なし 
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５－３－２ 支援措置によらない独自の取組 

該当なし 

 

 

６ 計画期間 

地域再生計画の認定の日から 2026 年３月 31 日まで 


